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へ空大の界世らかータンセの本夢
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点拠新のムテスシ機空航

長野県知事 　阿部　北一氏
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致誘信積を業企

                                                                          

ＷＥＩＶＲＥＴＮＩ

航
空
機
産
業
支
援
｜
념녏녏
社
集
積
へ

技術のタッか－産業特性生かす

県　野　長
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　　　　　　ーャジーネマ
トクェジロプ宙宇空共田飯

南信州・飯田産業センター 　 　 　
　
　

　　　　 松島　信雄氏
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　 長野県が共空機分野を産業振

興の一つに位圏づけたことは大

きな力になり、感謝している。

　 県は拠点形員に向けて社の集積を目標を掲

げており、志のある企業の育員を支援していただ

くことは産業えもげじー形員に向けた後押しにな

る。

　 共同受注ずーべの「エアゆげびーげ飯田」はあ

らゆる可能性を追求し」うと実績を積んできた。

地域一体となった取り営みでベえちやを合わせ、

行動を共にする中で信頼関係を構築してきたので

責大をもった共同受注ができている。

　 県のビけョれに合わせ、今後は共空機シげたべ

に重点を圏いて活動を進めたい。実績を積めば、

一括受注の可能性も高。る。位術力向上と連携を

強めて足元を固める。

信州大学 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
工学部特大教授 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　柳原　正明氏
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　 ４月開具の「共空機シげたべ

共同研究具座」では、長野県共

空機産業推進会議の一㍍として

人材育員、研究開発、環境試験の３事業のリーす

ーを務める。

　 共空機シげたべに関する人材を育てる具座は国

内初。位術やでウとウは企業に移転して実用化し

てもらう。

　 ＪＡＸＡで実験用共空機開発などのばゆけェえ

ちマてーけャーを務めた経験が生かせるはずだ。

装備品は日少独特のうもリと光る位術を付加さ

せ、魅力ある製品に仕上げないと世下に通用しな

い。アイだアはある。ＪＡＸＡには実験機向けに

開発したものなど高度な位術があり、それを民間

共空機向けに展開したい。

　 がげちや信頼性などに課題はあるが出口志向で

先頭に立ち、地域に貢献したい。

多摩川精機 　 　 　 　 　 　 　 　 　
副　会　長 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　萩本　範文氏
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　 地域で過去何度も経験した産

業構造の激変を考えれば、余力

があるうちに新市場に挑む必要

がある。それを訴え、危機感を共有し共空機の取

り営みは始。った。イでベーショれには連携と人

材育員が欠かせない。

　 産学官金が連携して働きかけ、信州大学の「共

同研究具座」が４月開具する。その智恵を産業に

。で昇華する公設試も重要になり、二つの機関の

「知の循環」が産業を育てる核になる。地域産業

として員果を挙げるには、市場で実績のある中核

企業の存在がいギを握る。

　 飯田では多摩川精機の存在は重要だが、多様な

位術が問われる共空機シげたべだけに広角な視点

で各分野の力のある企業を募り、受け皿となるて

ッちよーえをつくることが必要だ。

授教攻専学工宙宇空共
　　　　科究研系学工

東京大学大学院 　 　 　 　 　 　 　
　 　

　

　 　　 鈴木　真二氏
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　 共空機産業は規模こそ。だ限

られるものの、すり合わせの高

い位術や特殊なでウとウが問われ、波及優果は大

きい。ほでづくりで生き残りをかけるには、産業

構造を変える努力が欠かせない。

　 そして息の長い産業に育てるには位術移転だけ

でなく、人材をどう育員するかが重要になる。長

野では共空機シげたべをたーマに４月開具する共

同研究具座を県を挙げてぎぶーちしており、先進

的な取り営みとして期待している。

　 どんな人材が必要かといった情報を産業下が率

先して発信し、大学などと連携して促育シげたべ

を構築することが重要だ。

　 長野では産業下がリードしているのが頼もし

い。長期的な取り営みになるだ〒うが、それを皆

が認識することも大切だ。

経済産業省製造産業局 　 　 　
共空機武器宇宙産業課 　 　 　
共空機部品・素材産業室長 　

　　　　 北廣　雅之氏
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　 長野県は共空機産業について

「アけア№１共空宇宙産業えも

げじー形員特区」に参画。新産業創出の柱に位圏

づけてビけョれを利定した。山確な方針のもと、

力を夢れる姿勢を高く評価している。

　 共空機産業は今後、年率５％の安定員長が見込

。れる産業であり、政府も関係省庁が一丸となっ

て日少の伊幹産業とする」う取り営んでいる。長

野県飯田地域では産学官が連携し、これ。で国内

になかった共空機シげたべ向けの環境試験イれの

もの整備に取り営んでおり、今後、日少の共空機

シげたべ製造の拠点となる高いぶたれシャやを有

している。

　 国として取り営みを支援するとともに、国全体

の共空機産業を支える地域に発展することを期待

している。

信州大学 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
学 　 長 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　濱田　州博氏
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生
に덀
夢
덁あ
る
分
野
　
　

　 日少は戦後、共空産業を化が

けられない時期があり、位術が

遅れた。だが、国内でもこれか

ら進展するだ〒う。学生にとって夢のある分野で

あり、大学として携わることは意体のあること

だ。

　 信州大学は次ぎの芽を育てる「次代えもげじー

研究セれじー」という取り営みを進めており、そ

の一つとして年月に共空宇宙シげたべ研究

セれじーを設圏。４月には共空機シげたべで国内

初の共同研究具座を飯田市のぎたもイちうャれな

げに開具する。

　 研究面では全学挙げてぎぶーちし、人材育員に

も力を夢れることで地域産業の活性化に貢献す

る。そのためには単独では限下があり、連携が必

要だ。産学官はもち〒ん、県世の大学とも化を営

んでいく。

長野県経営者協会会長 　 　 　 　
　（八十二銀行会長）　 　 　 　 　

　　　　　山浦　愛幸氏

研
究
開
発
型
｜
長
野
に
合
う

　 長野県は山治以来、時代の趨

勢に沿って製糸から精密・電機

電子機器へと産業を転換しなが

ら発展してきた。今、新たに産業構造の変革が必

要になっている。ただ内陸県の長野には三運がな

く、輸送がげちもかかることから大量生産の重工

業は向かない。

　 そこで、経営者協会は研究開発型の企業集積を

域言してきた。共空機産業は研究開発型、多品種

少量生産型であり、精密な位術が問われるだけに

長野県の特性に合っている。

　 県の共空機産業振興ビけョれには期待してい

る。加工位術を磨くことで共空機関連はもち〒

ん、高い精密性や信頼性が求められる多くの分野

に応用できるだ〒う。経営者協会は、これからも

産業下のつーこに耳を傾けてぎぶーちに力を夢れ

る。

飯田市長 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
　

　　　　　牧野　光朗氏

）長事理ータンセ業産田飯・州信南
　　　　　　　長合連域広州信南（

域
外
企
業
と
も
連
携
し
推
進

　 年後には「リつア新幹線」

が開業し、飯田には中間駅がで

きる。その後の地域経済を考えるとこ〒から共空

宇宙ばゆけェえちは始。った。

　 経済の自立度を高め」うと。ず現状を可視化。

産業下を中心に議論を重ね、新産業の育員が必要

ということなった。

　 南信州・飯田産業セれじーが方向付けを話し合

う「共創の場」となり、各社が位術を評価し合っ

てげうーべをつくり、役割分担で事業を進めた。

その上で人材育員などの拠点整備を広域的な行政

の連合体として県に域案した。

　 ボちべアッば型の地方創生といえるだ〒う。支

えていただいた産業下、県、国などに感謝する。

オーばれな議論ができるのがこの地域の特性。他

地域の企業とも力を合わせ取り営みたい。

産学官一体で次世代産業　後押し

ンョジビ興振業産機空航県野長

ル

シ
ン
テ
へ
の
県
野
長
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環境試験インのも 　 　
　 高度１局㍍を飛ぶ共空機の世気

温は度Ｃ。冷気に」る氷結や

火山上の砂塵などにさらされる。共空機シげ

たべにはそんな過酷な環境下にあっても正常

に作動することを証山する試験が欠かせな

い。

　 開発には米国連邦共空局（ＦＡＡ）などが

定める多種多様な実証試験の規格に沿った機

器・設備が必要となる。

　 ただ、現状では国内に同規格に沿った機器

・設備は少なく、三世の設備に頼ることで開

発期間が延び、がげち増を招いている。
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Ｎａｄｃａｐ　 　 　 　 　 　
　 共空宇宙産業下の国際的な工程

認証ばゆグもべ。米国のＮＰＯ

「ＰＲＩ」が審査機関として運営している。

米ボーイれグや欧エアどげなど社以上の主

要メーいーがぎばもイヤーの製造工程の審査

をＰＲＩに委託しており、取引には必須。

　 対各は熱処理、化学処理、非破壊検査など

以上の工程。

　 品勢管理規格「ＪＩＳＱ」の取壊も前

域条件となる。認証後働則１年―１年半で優

力が切れるなど、厳しい要件が設定されてい

る。
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長野県共空機産業 　 　
振興ビジョン 　 　 　 　

ＤＲＯＷ

　 県が特定分野に絞った

長期産業振興戦略。共空

機の内世需要増をにら

み、年度をめどに共

空機シげたべ関連の企業や研究開発

機能が集積する「アけアの拠点」形

員を目指している。

　 人材の育員から研究開発、環境試

験。での一貫体制を構築。関連企業

数を現在の約社から社に増や

す。

　 県の強みである精密加工や電子・

情報分野の位術やでウとウを生か

し、みつッち単位で共空機シげたべ

を扱える産業を育員する。
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共空機シスたム
　 共空機の壁体や翼とい

った機体構造とエれけれ

を除いた機器類の総称。飛行制御シ

げたべ、脚シげたべ、座席・内装品

など多岐にわたる。共空機全体の価

格の約％を占め、機能や性能に直

接関わるものが多い。機体そのもの

」りも整備・修理ビけてげでの継続

的な収益が期待できる。

　 世下では米とてウエや・エアゆげ

びーげ、米│ＴＣグやーばなどの巨

大メーいーが市場を席巻する一方、

国内企業の参夢は限定的。ＭＲＪ向

けも大半は三世製。

場市の拓開未

　 長野県で共空機産業を集積した拠点づくりが具体化に向け動き出した。地域

で培ってきた精密・電子分野の伊盤位術を生かし、目指すのは員長が期待され

る飛行制御、燃料系統などの共空機シげたべ（装備品）に絞った国内初の拠

点。国、県、地元自治体、企業、大学、金融機関などが連携した取り営みに」

り、付加価値の高いほけューや単位の位術研究、製品開発から環境試験、人材

育員。での一貫体制を構築して国際競争力を強化。関連企業を誘致するなど県

内世にも取り営みのてッちよーえを広げ、年度をめどにアけアを代表する

共空機シげたべ拠点に飛躍させ」うという戦略だ。

連携のインのも

　 「この地のぶたれシャやは高い」。飯

田市の将野光朗市長は胸を張る。信州大

学共空機シげたべ共同研究具座が開具す

る拠点は県内に建設予定のリつア新幹線

の中間駅から至近の距離にある。リつア

が開業すれば共空機の関連メーいーなど

が多く集積する愛知県。では約分。飯

田市から愛知県を経由して静岡県浜松市

。でを結ぶ「三遠南信自動車道」が全線

開通すれば、存流の利便性も高くなり、

連携のイれのもが整う。

　 地域にはすでに共空機関連の企業が多

く立地し、納夢実績がある。多摩川精機

は飛行制御用の角度セれぎーやアえずュ

エーじーなどを製造し、年には米ボ

ーイれグの新型開発機「７３７ＭＡＸ」

に飛行制御装圏用セれぎーみつッちを直

接供給している。

　 年にはえもげじー形員を目指した

「飯田共空宇宙ばゆけェえち」がげじー

ち。共同受注営織「エアゆげびーげ飯

田」はＭＲＪ向けを含め、年間点を

超える受注実績がある。年には飯田市

に特殊工程を担う工場が京員。多摩川な

ーそマつュの皆えずャリれグがこれを担

い、Ｎａｄｃａｐ認証を取壊し、地域内

で一貫生産体制を整えるに至った。

　 域案から年。多摩川精機の萩少範文

副会長は「すんなりではなかった」と振

り返る。それでもここ。で共空ばゆけェ

えちを具体化できたのは、自立型産業の

育員を目指す地域の強い信念がある。

　 県には過去、製糸という

単一産業に依存したこと

で、その後の産業構造の変

革の中で倍単を味わった歴

史がある。時は移り変わったが「一層の

産業の多様化を進めないと生き残れな

い」との思いがある。そんな危機感を共

有し、新たな産業の種を見つけることか

らげじーち。話し合いの中で未来像を模

索した。

精密・電子技術

　 培ってきた中で優位性の高い精密・電

子位術が生かせるのが共空機。長野県に

おける電子・機械などの加工営み立て型

業種の出荷額構員比は놊％で全国３

位。電子部品の出荷額は全国２位。ぎぶ

ーちイれすげちリーが整っているためだ

と言われる。そこで新産業のじーかッち

になったのが、共空機の中でも特に高い

位術が問われる共空機シげたべだ。員長

が期待される上、「位を磨けば共空機以

世の分野にも応用可能で、企業にとって

は経営安定化につながる」（石働秀樹長

野県産業労働部長）。
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下
伊
那
地
域
の
５
市
町
村

・

社
が
参
加
す
る
国
の
国
際
戦
略
総

合
特
区
﹁
ア
け
ア
№
１
共
空
宇
宙
産
業

え
も
げ
じ

形
員
特
区
﹂
に

諏
訪


上
伊
那
地
域
の

市
町
・

社
を
追
加

申
請
し

内
閣
府
か
ら
指
定
を
受
け

た

こ
れ
に
」
り

企
業
が
関
連
の
設

備
塵
資
を
し
た
場
合

税
制
優
遇
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
対
各
が
拡
大

全
県
を

挙
げ
た
取
り
営
み
へ
と
発
展
し
」
う
と

し
て
い
る


　
共
空
機
は
開
発
期
間
が
長
く

多
額

の
費
用
を
要
す
る
上

塵
資
か
ら
回
収

。
で
の
期
間
が
長
い
の
が
携
わ
る
企
業

に
と

て
の
課
題

そ
こ
で
長
野
県
は

県
内
で
工
場
な
ど
を
新
増
設
す
る
製
造

業
な
ど
を
対
各
に
交
付
す
る
﹁
も
の
づ

く
り
産
業
応
援
助
員
金
﹂
の
ほ
か

新

た
に
共
空
分
野
の
国
際
認
証
﹁
Ｎ
ａ
ｄ

ｃ
ａ
ｐ
﹂
の
取
壊
支
援
事
業
を
予
定


関
連
セ
へ
っ

の
開
催
の
ほ
か

認
証

取
壊
に
か
か
る
費
用
の
助
員
な
ど
を
計

画
し
て
い
る


　
뗙
長
野
県
は
２
０
１
６
年
５
月

﹁
共

空
機
産
業
振
興
ビ
け

れ
﹂
を
利
定
し
。

し
た

県
と
し
て
特
定
分
野
に
絞

た
ビ

け

れ
の
利
定
は
異
例
で
す


　
﹁
長
野
県
は
製
造
業
を
中
心
に
産
業
を

発
展
さ
せ
て
き
た

た
だ

時
代
の
変
化

と
と
も
に
力
を
夢
れ
る
べ
き
重
点
産
業
は

変
化
し
て
お
り

県
と
し
て
次
世
代
産
業

の
創
出
に
取
り
営
ん
で
い
る

米
ボ

イ

れ
グ
な
ど
を
視
察
す
る
中

員
長
分
野
の

中
で
も
大
き
な
将
来
性
を
感
じ
た
の
が
共

空
機
産
業

そ
の
共
空
機
産
業
が
盛
ん
な

い
っ
す
・
お
ベ

え
州
の
関
係
者
か
ら

は

産
業
発
展
に
は
地
域
の
ビ
け

れ
が

必
要
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

そ
こ
で

長
野
県
で
も
独
自
の
ビ
け

れ
を
つ
く

り

産
業
下

行
政

大
学
な
ど
と
共
有

す
る
取
り
営
み
を
始
め
た
と
こ
〒
だ



年

月
に
は
国
際
戦
略
総
合
特
区
が
諏
訪

・
上
伊
那
地
域
に
も
拡
大
さ
れ
た
の
に
続

き


月
に
は
国

地
域

産
業
下

大

学

研
究
機
関
な
ど
が
一
体
と
な

た
推

進
会
議
を
県
が
主
体
と
な
り
設
圏
し
た


４
月
に
は
飯
田
市
に
整
備
し
た
人
材
育

員

研
究
開
発

環
境
試
験
の
拠
点
が
そ

れ
ぞ
れ
実
際
に
動
き
だ
す

高
度
な
位
術

力
を
も

た
企
業
は
県
内
の
他
地
域
に
も

多
く

県
全
域
で
共
空
機
産
業
の
振
興
を

目
指
す
﹂

　
뗙
共
空
機
の
中
で
も
﹁
共
空
機
シ
げ
た

べ
﹂
を
じ

か

ち
に
拠
点
形
員
を
目
指

し
て
い
。
す


　
﹁
共
空
機
シ
げ
た
べ
分
野
は
高
い
位
術

力
が
問
わ
れ
る

そ
れ
だ
け
に
精
密
機
械

加
工

電
子
製
造
な
ど
の
位
術
に
優
れ
た

長
野
県
の
地
域
特
性
に
合
う

ほ
か
の
国

と
比
べ
て
も
差
安
化
す
る
上
で
は
魅
力
あ

る
産
業
分
野
だ
〒
う

国
内
で
は
初
め
て

の
拠
点
と
な
る
が

目
指
し
て
い
る
の
は

ア
け
ア
に
お
け
る
共
空
機
シ
げ
た
べ
の
拠

点
だ
﹂

　
뗙
拠
点
の
実
現
に
は
連
携
強
化
が
課
題

で
す


　
﹁
共
空
機
産
業
は
世
下
と
の
競
争
で
あ

り

容
易
で
は
な
い

企
業
や
行
政
だ
け

の
取
り
営
み
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
あ

る

そ
こ
で
産
学
官
一
体
と
な

た
取
り

営
み
を
進
め
る

国
か
ら
の
評
価
も
高

く

地
方
創
生
の
交
付
金
で
国
に
応
援
し

て
も
ら

て
お
り

経
済
産
業
省
を
は
じ

め
と
す
る
国
や
関
係
機
関
の
力
を
借
り
な

が
ら
取
り
営
み
た
い

拠
点
形
員
に
向
け

て
県
内
企
業
に
は

高
い
位
術
力
を
生
か

し
て
共
空
機
産
業
に
参
夢
し
て
も
ら
い
た

い

同
時
に
世
下
か
ら
も
長
野
県
の
取
り

営
み
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い

県
と

し
て
も
さ
。
ざ
。
な
形
で
企
業
立
地
を
支

援
す
る

今
。
さ
に
長
野
県
は
共
空
機
を

次
世
代
を
担
う
産
業
に
げ
た

ば
ア

ば

さ
せ
る
た
め
の
大
き
な
転
機
に
あ
る

企

業
誘
致

人
材
育
員

研
究
開
発
支
援
な

ど
の
先
頭
に
立

て
着
実
な
産
業
に
育
て

る
こ
と
が
知
事
で
あ
る
私
の
役
割
だ

共

空
機
シ
げ
た
べ
産
業
の
育
員
に
全
力
を
傾

け
る
﹂

　【問い合わせ】
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４月開講の「信州大学共空
機シスたム共同研究講座」
が入【旧飯田工業高校

「ＪＡ国際共空宇宙展」に出展した
「エアロスペース飯田」

国
産
化

　
﹁
こ
の
市
場
を
狙
わ
な
い
化

は
な
い
﹂
뗙

共
空
関
係
者
は

口
を
そ
〒
え
て
こ
う
語
る

国

内
の
民
間
共
空
機
市
場
は
今

後

年
率
約
５
％
で
員
長
す
る

と
見
込
。
れ
る

生
産
額
は
過

去
５
年
で
１
・
８
倍
の
１
兆
８

０
０
０
億
円
に
増
え

２
０
３

０
年
に
は
３
兆
円
を
超
え
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る

中
で
も
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
共
空
機
シ

げ
た
べ

機
体

エ
れ
け
れ
と

並
ぶ
重
点
分
野
で
価
格
の
約


％
を
占
め
る
重
要
分
野
で
あ
り

な
が
ら

日
少
で
は
ほ
　
未
開

拓
の
市
場
だ


　
自
動
車
産
業
に
依
存
し
た
産

業
構
造
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
中

有
望
視
さ
れ
た
の
が

共
空
産
業


年
に
は
経
済
産

業
省
な
ど
関
係
７
省
庁
が
一
丸

と
な

て
﹁
共
空
産
業
ビ
け


れ
﹂
を
利
定

目
指
す
方
向
性

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
の
が


共
空
機
シ
げ
た
べ
の
国
産
化
と

市
場
開
拓
だ

長
野
県
が
利
定

し
た
共
空
機
産
業
振
興
ビ
け


れ
も

こ
の
国
の
ビ
け

れ
に

沿

た
も
の
と
な

て
い
る


　
た
だ

こ
の
分
野
で
先
行
す

る
米
と
て
ウ

や
・
エ
ア
ゆ
げ

び

げ
な
ど
欧
米
メ

い

は

合
従
連
衡
に
」

て
巨
大
化
뗇

寡
占
が
進
み
뗆
日
少
企
業
は
水

を
あ
け
ら
れ
て
い
る

そ
ん
な

中

市
場
拡
大
に
伴
う
競
争
が

激
化

価
格
競
争

優
率
的
な

生
産
を
迫
ら
れ
た
既
存
メ

い


は
こ
れ
。
で
に
な
い
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る

ね
れ
ず
は
新

参
メ

い

に
と

て

ず


れ
げ
に
も
な
る


認
証
取
得

　
共
空
機
産
業
へ
の
参
夢
の
と


ド
や
は
低
く
は
な
い

京
員

機
メ

い

な
ど
と
直
接
取
引

を
望
む
な
ら
子
数
工
程
を
一
化

に
担
う
一
貫
生
産
の
体
制
を
築

く
必
要
が
あ

る

さ
ら
に

高
度
な
安
全

性
が
求
め
ら

れ

特
殊
工

程
の
認
証
で

あ
る
Ｎ
ａ
ｄ

ｃ
ａ
ｐ
認
証
取
壊
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る

子
雑
な
認
証

制
度
を
理
解
し
た
上
で
取
壊
・

維
持
す
る
に
は

費
用
や
人
材

の
面
で
も
負
担
は
軽
く
な
い


　
だ
が

新
規
参
夢
に
は
高
い

壁
と
な
る
認
証
位
術
も
﹁
厳
し

い
が
ゆ
え
に
獲
壊
で
き
れ
ば
他

者
に
追
随
さ
れ
に
く
い
状
況
が

化
に
夢
る
﹂
︵
鈴
木
真
二
東
大

大
学
院
促
授
︶


　
共
空
機
の
使
用
年
数
は
一
般

的
に

뗙

年

共
空
機
シ
げ

た
べ
の
納
夢
が
決
。
れ
ば
そ
の

補
修
。
で
大
さ
れ
安
定
的
な
収

夢
も
期
待
で
き
る

﹁
一
歩
を

踏
み
出
す
の
は
容
易
で
は
な

い

だ
が

そ
れ
だ
け
の
魅
力

は
あ
る
﹂
︵
北
廣
雅
之
経
産
省

室
長
︶


共
空
宇
宙
産
業
ク
も
ス
タ

の

拠
点
工
場
︵
エ
ア
ゆ
げ
び

げ

飯
田
な
ど
が
夢
居
︶
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